
＜健康福祉局公の施設管理運営調整委員会＞

１　指定管理者

(1)　指定管理者

(2)　指定期間

(3)　業務の範囲

２　管理運営（事業執行）に対する評価

(1)　管理業務の実施状況

(2)　利用状況

機能回復訓練実施回数 24回
地域交流事業実施回数 4回

講座参加人数 3,357人
行事実施回数 17回

地域交流センター利用者数 14,111人

講座実施回数 213回
実施状況は、概ね計画どおりである。今
後も利用者意見を踏まえつつ、より一層
の内容の充実を図ること。

老人福祉センター団体利用者数 14,133人
老人福祉センター個人利用者数 21,993人
老人福祉センター合計利用者数 36,126人
入浴者数 6,513人

①利用状況

（1）老人福祉センター事業
　高齢者が住みなれた地域でいきいきと健康で生活
できるよう、また、センターが地域の介護予防の拠点
になることを目指し、区内地域包括支援センター等と
の連携を図り、転倒予防教室等の健康保持増進事
業を積極的に実施した。
（2）地域交流センター事業
　地域住民の拠点施設として活用されるよう、近隣の
町内会・自治会等との連携を図り、こどもから高齢者
まで誰もが気軽に参加できる事業を実施し、世代間
交流を通して、安心して生活できるまちづくりに貢献
するような施設運営に努めた。

老人福祉センター事業について、各関係
機関等と連携して、健康増進事業を積極
的に実施したことは評価できる。また、地
域交流センターについて地域と連携を図
るとともに、世代間交流を通じて施設運
営に努めたことも評価できる。今後も、地
域交流事業等の充実を図り、センターの
機能を活かしていくこと。

防火管理者、公衆浴場管理者、看護師を配置し、安
全管理に努めた。入館時の確認とともに定期巡回を
実施し、不審者の入館等のないよう配慮した。また、
施設の危険箇所の早期発見と速やかな補修修繕に
努めた。消防に関しては、消防計画の作成、避難経
路の掲示、定期的な避難訓練を行った。

概ね適切な安全管理がなされている。今
後も、利用者の安全確保に努めること。

（1）老人福祉センター事業
　講座や行事については、高齢者の教養の向上を図
るとともに、レクリエーションの場として、健康の保持
と増進に努めた。入浴事業については、徹底した衛
生管理を行うとともに、事前に必ず看護師等による体
調チェックを行い、事故防止に努めた。
（2）地域交流センター事業
　メディア等を通じ、施設で催される事業を紹介し住
民への周知に努めた。地域交流事業は地域特性（歴
史、文化等）を活かした講座や事業の開催に努め
た。老人福祉センターの時間帯を利用し講座や行事
を開催することで、より多くの参加促進に努めた。

老人福祉センターの入浴事業について、
事前に必ず血圧を測る等の健康チェック
を行い事故防止に努めていることは評価
できる。地域交流センターの貸室利用率
（稼働率）増加の取組について、積極的
な周知に努めたことも評価できる。地域
交流事業については、センターの特徴と
なる事業なので、今後も積極的に取り組
むこと。

老人福祉センター、地域交流センターとも
にPR活動に努めた結果、前年度より合計
利用者数が大幅に増加した。今後も、更
に利用者に継続して利用していただける
ような、魅力ある施設づくりに努めること。

各種相談件数 55件

社会福祉法人川崎市高津区社会福祉協議会（川崎市高津区溝口1－6－10）

①管理運営の基本的事項

②安全管理への取り組み

③運営に関する業務

平成２１年度　高津老人福祉・地域交流センターの管理運営に対する評価について

評価項目 平成２１年度管理運営の状況 評価及び指導

②講座・行事の実施状況

・老人福祉センター事業
  利用証の発行、教養講座・レクリエーション等の実施及び場の提供、健康相談・生活相談事業、機能
回復訓練事業、入浴事業
・地域交流センター事業
　施設及び設備の貸出し業務、地域交流の場の提供、地域交流事業
・施設等の維持管理に関する業務

平成２１年４月１日　～　平成２６年３月３１日
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＜健康福祉局公の施設管理運営調整委員会＞

(3)　収支状況
①　収支状況

　

(4)　その他
①　利用者からの意見・

要望等への対応

② 個人情報の保護

３　管理運営（事業執行）に対する全体的な評価

４　来年度の管理運営（事業執行）に対する指導事項等

平成２１年度においては、第２期指定管理期間の１年目であり、施設の存在も地域に広められ、講座や行事を安定的に実施できた
ことに伴い、利用者が大幅に増加した。老人福祉センター事業については、概ね事業計画に沿った管理運営ができている。地域
交流センター事業については、市民相互の交流の場の提供を目的としており、前年度と比較し、利用者数・貸室利用率ともに大幅
に増加したことや、また地域特性（歴史、文化等）を生かした講座や事業の開催に努めたことは評価できる。

・今後とも高齢者の心身に配慮しながら、一層のサービス向上に努めること。
・関係機関と連携し、センターのPRを強化するとともに、魅力ある事業展開を図り、利用者の増加及び貸室の利用率の向上を図る
こと。
・地域交流事業については、目的・計画に基づき実施し、市民相互の交流の促進を図ること。

消費税 570,024円

収支差額 4,620,246円

「川崎市高津区社会福祉協議会苦情解決実施要綱」
に基づき、苦情等の受付体制を確保した。また、要望
箱を設置し、利用者からの意見に対しては、早朝課
内会議で協議・検討し、職員が共通認識を持ち、そ
の対応に努めた。

意見・要望等の受付体制は整っている。
今後も利用者のニーズを把握し、施設運
営に反映させること。

川崎市社会福祉協議会個人情報保護規定に基づ
き、利用者の個人情報保護に努めた。利用証の発行
の際には、利用者に理解を求め、個人情報保護に努
めた。また、講座や事業等で作成する名簿は、セン
ター外に持ち出さないこととし、個人情報が識別され
た関係書類は、シュレッダーによって処分した。

個人情報保護の重要性を十分認識して
いることは評価できる。今後も全職員の
認識を高め、個人情報保護の徹底に努
めること。

事業費 2,703,949円
地域交流事業費 937,624円

人件費 34,579,132円

事務費 10,845,037円

その他収入 1,883,066円

支出金額 49,635,766円

収入金額 54,256,012円
指定管理委託料 52,372,946円

委託料の範囲内で、適切な執行がなされ
たことは評価できる。貸室の利用率向上
のため、更なる周知等に努めること。

評価項目 平成２１年度管理運営の状況 評価及び指導
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